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匿名・流動型犯罪グループの特徴 

近年、暴力団の勢力が減衰していく中、暴走族の元構成員や暴力団の元構成員等を中心として、繁

華街・歓楽街等で活動している準暴力団に加えて、新たな特徴を有する「匿名・流動型犯罪グループ」

が台頭し、治安対策上の脅威となっている。暴力団は、構成員同士が擬制的な血縁関係によって結び

付き、多くの場合、「組長」の統制の下に、地位の上下によって階層的に構成されており、組織の威

力を背景に又は威力を利用して資金獲得活動を行っていた。これに対し、匿名・流動型犯罪グループ

は、各種資金獲得活動により得た収益を吸い上げている中核部分は匿名化されており、また、ＳＮＳ

や求人サイトを通じるなどして緩やかに結び付いたメンバー同士が役割を細分化させ、その都度、犯

罪実行者募集情報への応募者を末端の実行犯として、言わば「使い捨て」にするなど、メンバーを入

れ替えながら多様な資金獲得活動を行うため、組織の把握やメンバーの特定が容易ではないという特

徴を有している。 

図表２－１ 暴力団及び匿名・流動型犯罪グループの特徴 

 

図表２－２ 犯罪の実行犯を募集する手口 

 

注：警察庁発表資料を基に作成 


